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1.  はじめに 

WebSphere Application Server（以下WAS）では、定期的に修正パッケージ（Fix）を、以下の製品サポート

Webサイトで公開しています。 

http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/was/support/ 

本ガイドは、WAS V8.5の修正パッケージ（Fix Pack）の導入を手順書化したものです。 

 

1-a.  WAS V8.5のバージョン表記について 

WAS V8.5では、バージョンを 「V8. x. y. z」 というように、4つの数字の組み合わせで表記します。 

各数字は、下表のFixレベルを表します。また、単体の個別Fixのことを単に“Fix”、あるいは“Interim Fix”、“iFix”

と呼びます。 

Fixレベル 表記例 修正(Fix)の内容 

Release 「x」 V8.5 大きな機能の追加や変更。 

（リリースアップにはパスポート・アドバンテージ契約が必要） 

Refresh Pack 「y」 N/A 機能の追加や前提条件の更新を含み、その以前に出ている

Refresh Packを含んだ修正の集合。 （V5.0/V5.1では、Fix 

Packと呼ばれていたもの。） 

V6.1からRefresh Packはリリースされなくなりました。 

Fix Pack 「z」 V8.5.0.1 複数のFixがまとめて定期的に公開されたもの。その以前に出て

いるFix Packを含みます。 

Fix V8.5.0.1 

+ PQ00000 

「PQ00000」や「PK00000」などの個別のFix。 

“Interim Fix”、“iFix”とも表記されます。 

例えば、V8.5.0.1とは、V8.5を導入後、Fix Pack1を適用した環境のことを指します。 

 

本ガイドでは、 “Fix Pack”の適用手順について記述します。 

1-b.  本ガイドで修正パッケージを適用するにあたって 

WebSphere Application Server （以下WAS）V8からは、WASのインストールとFixの導入がIBM Installation 

Manager というツールに一元化されました。WASのインストールだけでなく、Fixを導入したり、既に導入済み

のFixの情報を参照、あるいは削除したりする事が可能です。 

但し、適用するFixの前提条件等もありますので、適用時には各FixのReadmeもご参照の上、適用をお願いし

ます。 

 

本文中で使用されている<WAS_ROOT>とは、WASのインストール・ディレクトリーのことであり、        

各プラットフォームのデフォルトは、以下のディレクトリーとなります。 

［AIX 環境］               ：/usr/IBM/WebSphere/AppServer 

［Linux/Solaris/HP-UX 環境］   ：/opt/IBM/WebSphere/AppServer 

http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/was/support/
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［Windows XP/2003 環境］          ：C:¥Program Files¥IBM¥WebSphere¥AppServer 

［Windows 7 環境］    ：C:¥IBM¥WebSphere¥AppServer 

［Windows 2008 環境］   ： 

－管理ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C: ¥Program Files¥IBM¥WebSphere¥AppServer 

－単一ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Users¥User名¥WebSphere¥AppServer 

 

また<IHS_ROOT>とは、IHSのインストール・ディレクトリーのことであり、各プラットフォームのデフォルトは、以

下のディレクトリーとなります。 

［AIX 環境］               ：/usr/IBM/HTTPServer 

［Linux/Solaris/HP-UX 環境］   ：/opt/IBM/HTTPServer 

［Windows XP/2003 環境］     ：C:¥Program Files¥IBM¥HTTPServer 

［Windows 7 環境］          ：C:¥IBM¥HTTPServer 

［Windows 2008 環境］   ： 

－管理ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Program Files¥IBM¥HTTPServer 

－単一ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Users¥User名¥IBM¥HTTPServer 

 

また<Plugin_ROOT>とは、Web Server Plug-inのインストール・ディレクトリーのことであり、各プラットフォー

ムのデフォルトは、以下のディレクトリーとなります。 

［AIX 環境］               ：/usr/IBM/WebSphere/Plugins 

［Linux/Solaris/HP-UX 環境］   ：/opt/IBM/WebSphere/Plugins 

［Windows XP/2003 環境］      ：C:¥Program Files¥IBM¥WebSphere¥Plugins 

［Windows 7 環境］    ：C:¥IBM¥WebSphere¥Plugins 

［Windows 2008 環境］    ： 

－管理ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Program Files¥IBM¥WebSphere¥Plugins 

－単一ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Users¥User名¥IBM¥WebSphere¥Plugins 

 

また<IM_DATA_ROOT>とは、IBM Installation Managerのアプリケーション・データ・ロケーションのことであ

り、各プラットフォームのデフォルトは、以下のディレクトリーとなります。 

［AIX/Linux/Solaris/HP-UX 環境］  ：/var/ibm/InstallationManager 

［Windows XP/2003 環境］          ：C:¥Documents and Settings¥All 

Users¥Application Data¥IBM¥Installation Manager 

［Windows 7 環境］   ：C:¥ProgramData¥IBM¥Installation Manager 

［Windows 2008 環境］    ： 
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－管理ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥ProgramData¥IBM¥Installation Manager 

－単一ユーザーを選択してインストールした場合 ： 

C:¥Users¥User名¥AppData¥Roaming¥IBM¥Installation Manager 

 

 

各コマンドやツールの詳細な情報については、適用するFixのReadmeや、Infocenterを合わせてご参照くださ

い。 

また、本文中のURLおよびWebサイトの画面イメージは、2012年11月現在のものであり、将来変更される場合

がありますのでご注意ください。 
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2.  IBM Installation Managerの更新 

Fix Packの導入にあたり、まず IBM Installation Managerの更新を求められる場合があります。 

 

1. 導入済みの IBM Installation Managerを起動します。IBMIM.sh(exe)コマンドを実行し、IBM Installation 

Managerを起動します。  

■ Unix・Linuxの場合 

# cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉/eclipse 
# ./IBMIM.sh 

■ Windowsの場合 

> cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉¥eclipse 
> IBMIM.exe 

 

 「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「IBM Installation Manager」＞「IBM Installation Manager」か

ら起動、またはインストール・ディレクトリーにある exeクリックによる起動も可能です。 
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2. 「更新」ボタンを押すと、利用可能な IBM Installation Managerのアップデートがある場合にダイアログボッ

クスが表示されます。 詳細を押すと、現在実行しているバージョンと利用可能なバージョンが表示されま

す。 

 

 

3. バージョンを確認して、「はい」をクリックします。 
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4. 更新が開始されます。 
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5. 更新の完了後、再起動をします。「OK」をクリックします。 

 

 

 

オフラインのローカルで更新する場合の手順は以下のとおりです。 

1. Fix Centralから IBM Installation Managerの Fix Packをダウンロードします。 

2. Zip形式の Fix Packを解凍して、中に repository.configが存在することを確認します。 

3. IBM Installation Managerを起動して、「設定」から「リポジトリーの追加」をクリックして repository.configを

指定します。手順 4を参考にしてください。 

4. 最初の画面に戻り、「更新」をクリックして更新を開始します。 

 

詳細は以下を参照してください。 

http://www.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24023498 

http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.

pdf 

 

http://www-01.ibm.com/support/docview.wss?uid=swg24023498
http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.pdf
http://public.dhe.ibm.com/software/dw/jp/rational/library/common/install/im_usageguide/im_usageguide.pdf
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3.  Fix Packのインストール方法① 

ここではWebベースで IBMのリポジトリーにアクセスして Fix Packを適用する手順を紹介します。 

 

●インストールを行う前の注意事項/推奨事項 

1. 導入前にすべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。 

また、WAS 以外で稼動している java プロセスについても停止する必要があります。また

Network Deployment環境の場合、Deployment Managerのプロセスから停止します。 

2. AIX環境では不要なライブラリをアンロードするため、rootで slibcleanを実行してください。 

3. ファイルシステムのスペースに不足がないことを確認してください。 

・ [AIX] :  /tmp、/usrに各々約 600M  

・ [Linuxおよび AIX以外の UNIXベースのプラットフォーム] : /tmp、/optに各々約 600M 

（上記のプラットフォームにおける /usr 、/opt配下に必要とされるスペースはWASのインストー

ル・ディレクトリーに依存します。インストール・ディレクトリーを変更している場合は、そのファイ

ルシステムのスペースを確保してください。） 

・ [Windows] :インストールを実行するディスクに約 1.2GB 

・ バックアップ・ファイル用として、バックアップ・ディレクトリーに 1～1.7GB（Fix Pack と同じサイ

ズ） 

4. WebSphere Application Server Network Deployment（WAS ND）を導入されているお客様は、 

DeploymentManager の Fix レベルが AppServer より高く（新しく）なければなりません。WAS 

ND を導入されているお客様は、まず先に Fix を DeploymentManager へ適用し、その後、

AppServerへ適用をお願いします。 

5. IBM Java SDKの Fix Packは、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイルを上書きする

可能性があります。Fix Packを適用する前に、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイル

をバックアップして、これらのファイルをFix Packの適用後に再配置します。 これらのファイルは 

<WAS_ROOT>¥java¥jre¥lib¥securityディレクトリーにあります。 

6. テスト環境下での適用確認を 実行してからの本番環境での適用を推奨します。 

7. Fix適用前に Back-upなどをとり、問題発生時にすばやく対処できるよう対策をとることを推奨し

ます。 

      

● Fix Pack適用にはウィザード(GUI)モードとサイレント（CUI）モードがあります。本ガイドでは、GUIモードの

インストール手順を示します。 
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1. 最初の画面に戻ります。「更新」をクリックします。 
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2. WASに Fix Packを導入します。「IBM WebSphere Application Server V8.5」または「IBM WebSphere 

Application Server Network Deployment V8.5」を選択して、「次へ」をクリックします。 
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3. インストール可能なパッケージが表示されます。「推奨項目のみ表示」のチェックを外すことで現環境に適

用可能なすべてのパッケージがリストされます。ここでは、「バージョン 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックし

ます。 
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4. インストール可能な個別 Fixがリストされます。（適用可能な Fixがない場合にはこのページは表示されま

せん）適用したい個別 Fixを選択して、「次へ」をクリックします。 
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5. 「使用条件の条項に同意します」にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 
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6. Fix Packを適用するフィーチャーを選択します。インストールされているフィーチャーを選択するなど、環境

に合わせてフィーチャーを選択してください。 
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7. 更新内容が表示されます。内容を確認して、「更新」をクリックします。 
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8. Fix Packの適用が開始されます。 
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9. WASへの Fix Pack適用が完了しました。「終了」をクリックします。 
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10. Web Server Plug-inが導入されている場合は、別途 Fix Packを適用します。3の画面で、「Web Server 

Plug-ins for IBM WebSphere Application Server 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックします。適用したい

Fixが表示されない場合には、「推奨項目のみ表示」のチェックをはずした後、ご確認ください。 

 

 

 

11. 残りの手順はWAS と同様です。 
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12. IBM HTTP Serverが導入されている場合はそちらにも Fix Packを適用します。3の画面で「IBM HTTP 

Server for WebSphere Application Server 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックします。適用したい Fixが表

示されない場合には、「推奨項目のみ表示」のチェックをはずした後、ご確認ください。 

 

 

 

13. 残りの手順はWAS、Web Server Plug-in と同様です。 

 

その他のコンポーネントが導入されている場合には必要に応じて同様の手順で Fix Packを適用します。 

 

以上で、Webベースで IBM リポジトリーから Fix Packを適用する手順を紹介いたしました。 
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4.  Fix Packのインストール方法② 

ここでは Fix Centralからローカルにダウンロード済みの Fix Packを適用する手順を紹介します。 

 

4-a.  Fix Packのダウンロード 

Fix Packは、製品サポート・サイトよりダウンロードして導入します。ダウンロードには IBM IDが必要です。 

 

1. 製品のサポート・サイトで、最新 Fix Packsを調べます。下記Webサイトにアクセスし、「ダウンロード」の

「Latest Fix Packs」をクリックしてください。 

http://www.ibm.com/software/webservers/appserv/was/support/ 
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2. 各バージョンの最新 Fix情報一覧が表示されます。「Version 8.5.0.1」をクリックすると、ダウンロードペー

ジに移動します。 

 

 

 



 23 

3. 適用する Fix Packをダウンロードします。使用 OSに対応した Fix Packをクリックするとダウンロードペー

ジに進みます。「今すぐダウンロード」をクリックします。V7.0では、Java、AppServer、Client、Plug-in、IHS と

分かれていましたが、V8.xよりプラットフォームに応じてまとめて提供されるようになりました。ダウンロード対象

は、8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part1.zip、part2がWAS本体、

8.5.0-WS-WASSupplements-FP00000001-part1.zip、part2が IHSなどを含む Supplement として必要にな

ります。 

 

 



 24 

4. Fix Pack ファイルのダウンロード・ウィンドウが表示されますので任意のディレクトリーに保管します。 

 WAS V8.5の Fix Pack ファイルは、Zip形式で提供されています。 

（例：8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part1.zip） 

5. Zipファイルを解凍し、repository.config ファイルがあることを確認します。WAS本体の Fix Packについて

は、2つのZipファイル（8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part1.zipと 8.5.0-WS-WAS-FP0000001-part2.zip）を、

必ず同じディレクトリーに解凍します。 

 

 

次のステップでは、導入する Fixを指定する際に、この repository.cofingを指定します。 

 

以上で Fix Packのダウンロードは完了です。 
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4-b.  Fix Packのインストール 

●インストールを行う前の注意事項/推奨事項 

1. 導入前にすべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。 

また、WAS 以外で稼動している java プロセスについても停止する必要があります。また

Network Deployment環境の場合、Deployment Managerのプロセスから停止します。 

2. AIX環境では不要なライブラリをアンロードするため、rootで slibcleanを実行してください。 

3. ファイルシステムのスペースに不足がないことを確認してください。 

・ [AIX] :  /tmp、/usrに各々約 600M  

・ [Linuxおよび AIX以外の UNIXベースのプラットフォーム] : /tmp、/optに各々約 600M 

（上記のプラットフォームにおける /usr 、/opt配下に必要とされるスペースはWASのインストー

ル・ディレクトリーに依存します。インストール・ディレクトリーを変更している場合は、そのファイ

ルシステムのスペースを確保してください。） 

・ [Windows] :インストールを実行するディスクに約 1.2GB 

バックアップ・ファイル用として、バックアップ・ディレクトリーに 1～1.7GB（Fix Pack と同じサイ

ズ） 

4. WebSphere Application Server Network Deployment（WAS ND）を導入されているお客様は、 

DeploymentManager の Fix レベルが AppServer より高く（新しく）なければなりません。WAS 

ND を導入されているお客様は、まず先に Fix を DeploymentManager へ適用し、その後、

AppServerへ適用をお願いします。 

5. IBM Java SDKの Fix Packは、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイルを上書きする

可能性があります。Fix Packを適用する前に、制限のないポリシー・ファイルと cacerts ファイル

をバックアップして、これらのファイルをFix Packの適用後に再配置します。 これらのファイルは 

<WAS_ROOT>¥java¥jre¥lib¥securityディレクトリーにあります。 

6. テスト環境下での適用確認を 実行してからの本番環境での適用を推奨します。 

7. Fix適用前に Back-upなどをとり、問題発生時にすばやく対処できるよう対策をとることを推奨し

ます。 

 

      

● Fix Pack適用にはウィザード(GUI)モードとサイレント（CUI）モードがあります。本ガイドでは、GUIモードの

インストール手順を示します。 
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1. 導入済みの IBM Installation Managerを起動します。IBMIM.sh(exe)コマンドを実行し、IBM Installation 

Managerを起動し、「更新」をクリックします。 

■ Unix・Linuxの場合 

# cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉/eclipse 
# ./IBMIM.sh 

■ Windowsの場合 

> cd 〈IBM Installation Managerのインストール・ディレクトリー〉¥eclipse 
> IBMIM.exe 

 「スタート」＞「すべてのプログラム」＞「IBM Installation Manager」＞「IBM Installation Manager」か

ら起動、またはインストール・ディレクトリーにある exeクリックによる起動も可能です。 

 

2. Fix Packのリポジトリーを指定します。「設定」をクリックします。 
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3. リポジトリーの追加をクリックし、解凍したFix Pack内の repository.configを指定して、OKをクリックします。

WAS本体および IHS、Webサーバー・プラグインが入った Supplementの Fix Packのリポジトリーもここで指

定します。 
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4. 元の画面に戻るので、「OK」をクリックします。 
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5. 更新をクリックします。 
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6. 更新するパッケージの一覧が表示されます。「IBM WebSphere Application Server V8.5」または「IBM 

WebSphere Application Server Network Deployment V8.5」を選択して、「次へ」をクリックします。  
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7. インストール可能なパッケージが表示されます。「推奨項目のみ表示」のチェックを外すことで現環境に適

用可能なすべてのパッケージがリストされます。ここでは、「バージョン 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックし

ます。 
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8. インストール可能な個別 Fixがリストされます。（適用可能な Fixがない場合にはこのページは表示されま

せん）適用したい個別 Fixを選択して、「次へ」をクリックします。 
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9. 「使用条件の条項に同意します」にチェックを入れて、「次へ」をクリックします。 
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10. Fix Packを適用するフィーチャーを選択します。インストールされているフィーチャーを選択するなど、環境

に合わせてフィーチャーを選択してください。 
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11. 更新内容が表示されます。内容を確認して、「更新」をクリックします。 
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12.  Fix Packの適用が開始されます。 
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13. WASへの Fix Pack適用が完了しました。「終了」をクリックします。 
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14. Web Server Plug-inが導入されている場合は、別途 Fix Packを適用します。3の画面で、「Web Server 

Plug-ins for IBM WebSphere Application Server 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックします。適用したい

Fixが表示されない場合には、「推奨項目のみ表示」のチェックをはずした後、ご確認ください。 

 

 

 

 

15. 残りの手順はWAS と同様です。 
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16. IBM HTTP Serverが導入されている場合はそちらにも Fix Packを適用します。3の画面で「IBM HTTP 

Server for WebSphere Application Server 8.5.0.1」を選択して、「次へ」をクリックします。適用したい Fixが表

示されない場合には、「推奨項目のみ表示」のチェックをはずした後、ご確認ください。 

 

 

17. 残りの手順はWAS、Web Server Plug-in と同様です。 

 

以上で、Fix Packのインストールは完了です。 
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5.  Fix Pack インストール後の確認 

V7まではFix Pack適用の際にUpdateInstallerを使用していたため、

<WAS_INSTALL_ROOT>/logs/update/<package_name>/updatelogにログが出力され"INSTCONFSUCCESS"

などの出力によって、適用成否を確認できました。 

しかし、V8からはFix Pack適用の際にIBM Installation Managerを使用するようになったため、Fix Pack適用の際の

ログはWAS側に出力されず全てIBM Installation Manager側に出力されるようになっています。 

下記に、WAS V8.5での Fix Pack適用成否の確認方法をご紹介します。 

 

1. コマンドから確認する方法 

./versionInfo.bat 

2. ファイルから確認する方法 

 インストール済みの製品一覧 

<IM_DATA_ROOT>/installed.xml 

 インストール履歴 

   <IM_DATA_ROOT>/histories/製品名/history.xml 

 

● WASのバージョン確認の例 

<WAS_ROOT>¥bin¥versionInfo.bat あるいは versionInfo.sh を実行し、Fix レベルを含めたバージョン
を確認します。  

 

● versionInfo.bat(sh)の実行結果例 （V8.5に Fix Pack1をインストールした例） 

 

インストールしたFix Packが適用され、“インストール済み製品”の“バージョン”が更新されていれば正しくイン

ストールされています。 
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● IHSのバージョン確認の例 

<IHS_ROOT>¥bin¥versionInfo.bat あるいは versionInfo.shを実行し、Fixレベルを含めたバージョンを

確認します。 

またはApacheコマンドから確認することもできます。 

■ Unixの場合 

# <IHS_ROOT>/bin 
# ./apachectl -v 

■ Windowsの場合 

> <IHS_ROOT>/bin 
>httpd.exe -v 

■ Linuxの場合 

#<IHS_ROOT>/bin 
# ./httpd -v 

 

● versionInfo.bat(sh)の実行結果例 （V8.5にFix Pack1をインストールした例） 

 
インストールした Fix Packが適用され、“インストール済み製品”の“バージョン”が更新されていれば正しくイン
ストールされています。 
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● Plug-inのバージョン確認の例 

<Plugin_ROOT>¥bin¥versionInfo.bat あるいは versionInfo.shを実行し、Fixレベルを含めたバージョン

を確認します。 

 

● versionInfo.bat(sh)の実行結果例 （V8.5にFix Pack1をインストールした例） 

 

インストールしたFix Packが適用され、“インストール済み製品”の“バージョン”が更新されていれば正しくイン

ストールされています。 

 



 43 

● インストール済みの製品一覧の例 

<IM_DATA_ROOT>/installed.xml を開きます。 

下記から「バージョン8.5.0.1」がインストールされていることが分かります。 
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● インストール履歴の例 

<IM_DATA_ROOT>/histories/IBM WebSphere Application Server Network Deployment v8.5/history.xml 

を開きます。 

下記から、11月19日にFix Packのインストールが正常に完了したことが確認できます。 
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6.  Fix Packのアンインストール 

一度適用したFix Packは、以下の手順でアンインストールすることができます。WAS V8からはロールバックと

いう手順を踏むことで以前のバージョンに戻すことができます。Interim Fix、iFix は、アンインストール手順で、

アンインストールし、手順はロールバックとほぼ同様です。 

 

●アンインストール時の注意事項 

WebSphere Application Server Network Deployment（WAS ND）では、DeploymentManagerの Fix

レベルが AppServer より高く（新しく）なければなりません。WAS ND を導入されているお客様は、

AppServer に適用した修正、DeploymentManager に適用した修正の順でアンインストールを実行して

下さい。 

また、すべてのWAS, IHSが停止していることを確認してください。WAS以外で稼動している javaプロ

セスについても停止する必要があります。 

 

1. IBM Installation Managerを起動し、「ロールバック」をクリックします。 
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2. ロールバックするコンポーネントを選択し、「次へ」をクリックします。 
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3. ロールバック先のパッケージを選択して、「次へ」をクリックします。 
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4. 要約画面が表示されます。内容を確認し、誤りがなければ「次へ」をクリックします。ロールバックが開始さ

れます。 
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5. ロールバック中になります。 
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6. ロールバックが完了しました。「終了」をクリックします。 

 

 

 

 

以上で、Fix Packのアンインストールは完了です。 
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7.  Fix Packアンインストール後の確認 

● WASのバージョン確認方法 

手順 5 と同様です。 

 

● versionInfo.bat(sh)の実行結果例 （V8.5.0.1から Fix Pack1をアンインストールした例） 

Fixがアンインストールされ、“インストール済み製品”の“バージョン”が更新されていれば正しくロールバックさ

れています。 

 

Fix Packを適用する前のバージョンにロールバックされていれば、正しくアンインストールされています。 

 

● IHSのバージョン確認方法 

手順5と同様です。 

 

● Plug-inのバージョン確認方法 

手順5と同様です。 
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● インストール済みの製品一覧の例 

<IM_DATA_ROOT>/installed.xmlを開きます。 

下記から「バージョン 8.5.0.0」にロールバックされたことが分かります。 
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● インストール履歴の例 

<IM_DATA_ROOT>/histories/IBM WebSphere Application Server Network Deployment v8.5/history.xml

を開きます。 

下記から、11月 19日に Fix Packをインストールした後、11月 21日にアンインストールが正常に完了したこと

が確認できます。 

 

 


